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２月講座
サケ科魚類の話

ニジマスについての基礎知識

日時
２００９年２月９日(月) 午後６時半より

場所
東京海洋大学品川キャンパス
７号館１F　多目的交流研修室

参加費　無料
どなたでも参加出来ます。お申し込みは不要です。
当日は遅れないように大学に来てください。参加者
多数の場合、立ち見になることもあります。あらかじ
めご了承ください。

講座概要

第１部　サケ科魚類に未来はあるか
講師　井田 斉

（北里大学 名誉教授）

第２部　ニジマスの基礎知識
講師　奥山 文弥

（東京海洋大学 客員教授）

誘いの言葉

奥山 文弥
（東京海洋大学社会連携推進
共同研究センター客員教授）

　第１部ではサケ科魚類の権威
の井田先生が、現在のサケ・マ
ス事情についてお話します。海
水温の上昇や海流の変化に伴
い、北洋を回遊し、母線回帰す
るサケの遡上に変化が見られま
す。また保護しているサケの利
用実態は？養殖、放流、輸入
によって魚の生態と日本人の食
生活がどのように変わってきたか
という興味深いお話になることで
しょう。
　第２部はニジマスの話です。釣
り堀の魚としてなじみの深いニジ
マスですが、本来はサケと同じ、
海を回遊し母線回帰する魚です
。日本に帰化して１００年余。国
策として養殖が始まったのです
が、日本の食生活が変わったた
め、食用としては人気がなくなっ
ているのも事実です。しかし釣り
の対象魚として脚光を浴び始め
ました。
　今やメイプルサーモンとして高
級魚に変わりつつあることも奥山
がお話ししましょう。
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